
NGOとして緊急援助活動をｽﾀｰﾄ
ＡＭＤＡ(アジア医師連絡協議会)ミャンマー難民支援

ﾔj･
　「今回のバングラデシュ領内でのミャンマー難民支擾プロジェクトは、私

たちＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）が来年５月に予定しているアジア

多国籍医師団結成に向けて、よいパイロット・スタディになると思う」

　小論２月号『特集　国際保健医療協力・ＮＧＯ』で紹介したＡＭＤＡが、

現在大きな国際問題となっているミャンマー難民に対する緊急援助活動を

開始した。

　本レポートは、出発前日と第一次派遣団一時帰国後に行われた記者会見

からの報告。多国籍医師団構想は、日本のＮＧＯとして初めての試みだ√
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難
民
キ
ャ
ン
プ
で
活
動
し
た
日
本
人
医
師
・
医
学
生
が
ア
ジ
ア
各
国
の

若
手
医
師
に
呼
び
か
け
、
１
９
８
４
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
設
立
。
日
本
人
も
含
め
た
ア
ジ
ア
人
医
師
た
ち
に
よ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
医
療
専
門
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
。
活
動
の
特
徴
は
、

現
在
1
3
カ
国
に
あ
る
各
国
支
部
の
医
師
た
ち
が
、
自
国
内
の
医
療
活
動

に
取
り
組
み
つ
つ
、
「
ア
ジ
ア
の
友
人
」
と
し
て
対
等
な
立
場
で
、
各
国

の
民
族
的
、
宗
数
的
風
俗
・
習
慣
・
文
化
の
差
に
敬
意
を
払
っ
た
国
際

医
療
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
あ
る
。
現
地
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
永
続
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
た
め
に
、
当
事
国
支
部
の
医
師
た
ち
を

中
心
に
し
、
ほ
か
の
支
部
は
間
接
的
に
支
援
す
る
形
を
と
る
。
約
４
０

０
人
の
構
成
員
は
、
韓
国
・
台
湾
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
ア
ジ
ア
1
3
カ
国

に
広
が
る
。

　
「
日
本
か
ら
現
地
に
行
っ
て
、
日
本
の
医
療
を
行
う
と
い
う
従
来
の
医

療
協
力
の
あ
り
方
で
は
な
く
、
各
国
支
部
の
行
う
活
動
を
彼
ら
の
指
導

の
も
と
に
そ
こ
の
国
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
医
療
を
行
う
の
が
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
精
神
」
（
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ャ
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・
小
林
米
幸
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、
国
際
医
療
情
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セ
ン
タ
ー
所
長
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今
回
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
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ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
活
動
の
中
心
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ

ャ
パ
ン
と
ネ
パ
ー
ル
が
支
援
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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軍
事
政
権
独
裁
に
よ
っ
て
少
数
民
族
の
流
出
が
続
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
集
団
で
流
入
。
難
民
は
３

月
中
旬
で
１
日
１
万
人
規
模
で
増
加
し
て
お
り
、
3
0
万
人
に
達
す
る

（
『
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
４
月
1
4
日
号
）
。
食
糧
や
水
の
確
保
の
困
難

さ
、
住
環
境
の
劣
悪
さ
か
ら
栄
養
失
調
・
下
痢
を
主
体
と
す
る
消
化
器

性
疾
患
の
発
生
や
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
感
染
症
の
流
布
な
ど
緊
急
医
療
援

助
を
必
要
と
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
た
。

　
今
回
、
派
遣
団
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
保
健
省
発
行
の
許
可
証
で
、
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
と
の
協
力
関
係
の
も
と

活
動
す
る
。
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の
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よ
り
東
大
第
１
内
科
留
学
甲
）
、
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ジ
ャ
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ン
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馬
庭
宣
隆
氏
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
病
院
）
が
先
陣
と

し
て
入
国
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
や
彼
ら
か
ら
の
情
報
を
総
合
す
る
と
、
国
境

沿
い
に
点
在
す
る
６
つ
の
キ
ャ
ン
プ
に
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
２
つ
の
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
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動
中
。
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Ｍ
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も
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プ
内
に
移
動
医
療
キ
ャ
ン
プ
を

設
営
、
緊
急
医
療
・
予
防
接
種
・
健
康
教
育
を
行
う
。
第
一
次
派
遣
団

の
役
割
は
、
現
地
状
況
の
把
握
と
今
後
の
活
動
の
た
め
の
関
係
づ
く
り

で
あ
る
と
記
者
会
見
で
報
告
さ
れ
た
。

　
先
陣
に
続
い
て
第
丁
次
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遣
団
と
し
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出
発
す
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の
が
、
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２
外
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留
学

中
・
3
1
歳
）
、
Ａ
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ジ
ャ
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ン
・
津
曲
兼
司
氏
（
菅
波
内
科
医
院
副

院
長
・
3
5
歳
）
と
野
田
信
一
郎
氏
（
2
5
歳
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の
３
人
。
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
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を
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っ
た
。
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Ｓ
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日
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。
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〃
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つ
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て
い
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。
将
来
の
た
め
に
も
、

こ
の
活
動
は
私
の
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の
第
一
歩
」

　
と
、
プ
ロ
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ト
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対
す
る
意
気
込
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を
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。
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「
難
民
が
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
帰
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
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応
、
６

ヵ
月
間
活
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を
続
け
る
予
定
だ
が
、
今
後
見
通
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が
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な
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か
現
地

の
状
況
を
把
握
し
て
く
る
必
要
が
あ
る
。
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続
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広
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と
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。
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「
国
際
医
療
協
力
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
た
い
。
だ
か
ら
今
回
、
初
め

て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
経
験
す
る
と
い
う
意
味
で
は
楽
し
み
」

　
と
、
話
し
た
。
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遣
団
帰
国
後
記
者
会
見
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2
5
日
出
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そ
し
て
２
週
間
後
の
４
月
2
5
日
、
一
時
帰
国
し
た
ｚ
ｌ
ａ
ヨ
氏
（
1
6

日
帰
国
）
、
津
曲
氏
（
2
4
日
帰
国
）
か
ら
現
地
の
状
況
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
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